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景 観 形 成 地 区 図

c:東海道土山宿景観形成地区d : 国道1号等沿道景観形成地区

b : 杣川河川景観形成地区

e : 土山地域やまなみ景観形成地区

f : 土山地域東海道まちなみ景観形成地区

a : 国道 307号沿道景観形成地区

景観計画区域
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届出の対象となる行為
対象となる範囲 対象となる行為

大規模
建築物
※１

甲賀市全域

（下記　景観形成地区以外）

新築、増築、
改築又は移転

外観を変更する
こととなる修繕等 行為部分の面積が10㎡を超えるもの

高さが10m以上のもの
若しくは3階建以上のもの
床面積が1,000㎡以上のもの

景
観
形
成
地
区　

※

２

ｂ．杣川河川景観形成地区

ｃ．東海道土山宿景観形成地区
ｄ．土山地域国道1号等沿道景観形成地区

ｅ．土山地域やまなみ景観形成地区
ｆ．土山地域東海道まちなみ景観形成地区

ａ．国道307号沿道景観形成地区
・建築物

・木材の伐採

・物件の堆積

・土地の形状変更

新築、増築、
改築又は移転

外観を変更する
こととなる修繕等

＜塀・門以外の建築物＞
・高さが５mを超えるもの
・床面積が10㎡を超えるもの
・外観の変更の面積が10㎡を超えるもの

＜塀・門の場合＞
・高さが1.5mを超えるもの
　若しくは長さが10mを超えるもの

計
画
お
よ
び
各
条
例
等
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市
計
画
課
、
旧
支

所
で
あ
る
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
甲
賀

大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
甲
南
第
一
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

の
各
窓
口

景観に影響を及ぼす恐れのある建築物や
工作物の新築・増築などの行為は市への届出が必要です。
届出の対象となる地区と行為は次のとおりです。

★
甲
賀
市
景
観
計
画
の
概
要

景
観
形
成
基
準

　

建
築
行
為
等
に
際
し
、
建
築
物
等
の
形

態
や
色
彩
等
に
配
慮
し
、
周
辺
景
観
と
の

調
和
を
図
る
た
め
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

景
観
重
要
建
造
物
・
樹
木
の
指
定
の
方
針

　

景
観
上
重
要
な
建
造
物
や
樹
木
を
指
定

し
、
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
制
限

　

今
後
、
市
独
自
の
屋
外
広
告
物
条
例
を

定
め
、
制
限
、
誘
導
を
行
い
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

① 

「
ま
ち
歩
き
」
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

な
ど
地
域
の
景
観
資
産
を
探
す
活
動
を

　

支
援
し
ま
す
。

② 

景
観
ま
ち
づ
く
り
市
民
団
体
に
認
定
さ

　

れ
る
と
、
市
職
員
や
豊
富
な
知
識
、
経

　

験
を
持
つ
専
門
家
の
助
言
を
得
ら
れ
た

　

り
、
景
観
計
画
の
提
案
が
で
き
ま
す
。

③ 

景
観
重
要
建
造
物
や
樹
木
の
保
全
の
た

　

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

④ 

市
民
等
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

を
広
く
周
知
し
ま
す
。

⑤ 

良
好
な
景
観
に
資
す
る
建
築
物
等
を
表

　

彰
し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る
条
例
」

と「
開
発
許
可
基
準
」
を
改
正
し
ま
す

　◎
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
定
め
、
土
地
利

用
に
関
す
る
手
続
や
基
準
を
定
め
た
条
例
に
つ

い
て
、
手
続
き
が
必
要
と
な
る
建
築
物
の
高
さ

を
景
観
計
画
の
考
え
を
取
り
入
れ
ま
す
。

★
主
な
改
正
内
容

◎
開
発
行
為
等
に
関
す
る
具
体
的
な
基
準
を

定
め
た
手
引
き
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。
関

連
条
例
の
制
定
や
改
正
に
伴
う
も
の
と
あ
わ

せ
て
、
基
準
を
よ
り
具
体
的
に
し
ま
す
。

★
主
な
改
正
内
容

　

<

取
扱
基
準>

　
　

・
開
発
区
域
の
考
え
方

　
　

・
許
可
が
不
要
な
開
発
行
為
の
定
義

　

<

技
術
基
準>

　
　

・
景
観
条
例
等
に
関
連
す
る
も
の

　
　

・
道
路
、
消
防
水
利
、
排
水
、
造
成
、
　

　
　
　

擁
壁
の
基
準

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
等
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

□
適
用
日
：
い
ず
れ
も
本
年１０
月
１
日

※１大規模建築物等：建築物で高さ 10m以上若しくは３階建て以上若しくは延床面積 1,000 ㎡以上のもの又は工作物で高 さ 10m以上のもののうち規則
　　で定めるものをいう。（建築物以外でも、工作物の新築等、届出の対象となる行為があります。詳しくは甲賀市景観計画をご確認ください）
※２景観形成地区：現在の良好な景観を保全すべき地区、あるいは今後地域の特徴を生かした景観形成を重点的に図るべき地区。

都
市
計
画
課

景
観
係

6
5
｜

0
7
８
６

6
3
｜

4
6
0
1

開
発
指
導
係

6
5
｜

0
6
0
6

問
い
合
わ
せ

手続きが必要となる
中高層建築物の高さ

12ｍ以上
（商業地域、工業専用
地域は18ｍ以上）

10ｍ以上
（商業地域、工業地域、
工業専用地域は18ｍ以上）

現行

改正

「甲賀市景観計画」を策定「甲賀市景観計画」を策定「甲賀市景観計画」を策定
市は、後世に誇れる良好な景観を保全および創造し、
快適なまちづくりと市民文化の向上に資するため、

平成24年4月に景観法に基づく景観行政団体になり、このたび「甲賀市景観計画」を策定しました。
また、これにあわせて「甲賀市景観条例」を改正し、本年10月1日から施行します。

この計画は、市全域を計画区域とし、景観形成地区を指定するなど、地区それぞれに景観形成のルールを定めるもので、
市民の皆さまから景観やまちづくりに関する提案をいただきながら、内容を徐々に充実させていく成長型の計画です。

今回は、その概要をご紹介します。

景観法に基づく届出について
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《
投
票
日
》７
月
２１
日（
日
）予
定　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

投
票
日
現
在
、年
齢
２０
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、

３
か
月
以
上
甲
賀
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に

な
り
ま
す
。

【
年
齢
】　

平
成
５
年
７
月
２２
日
以
前
に
生
ま

　
　
　
　

れ
た
方

【
住
所
】　

平
成
２５
年
４
月
３
日
以
前
か
ら
引

　
　
　
　

き
続
い
て
市
内
に
住
民
登
録
し
居

　
　
　
　

住
し
て
い
る
方

　

注
）期
日
前
投
票
の
期
間
中
に
２０
歳
に
な
ら
れ

る
方
で
、２０
歳
に
な
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
投
票
さ

れ
る
場
合
は
、期
日
前
投
票
で
は
な
く
不
在
者
投

票
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

下
記
の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す

の
で
、投
票
日
当
日
、業
務
や
旅
行
な
ど
で
投

票
に
行
け
な
い
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
事
前
に
宣
誓
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

【
期
間
】　
７
月
５
日（
金
）か
ら
７
月
２０
日（
土
）ま
で

【
時
間
】　　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

【
場
所
】
市
役
所
水
口
庁
舎 

３
階 

第
２・３
会
議
室

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
7
月
21
日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

選
挙
は
私
た
ち
有
権
者
の
代
表
を
選
ぶ
機
会
、す
な
わ
ち
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る

大
切
な
機
会
で
す
。あ
な
た
の
一
票
が
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
切
な
一
票
に
な
り
ま
す
。

安
易
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
貴
重
な
一
票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方
は

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動

の
解
禁
に
つ
い
て

危機管理課
問い合わせ

63-461965-0665／

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
に
よ
り
、選
挙

運
動
期
間
に
お
け
る
、候
補
者
に
関
す
る
情

報
の
充
実
、有
権
者
の
政
治
参
加
促
進
等
を

図
る
た
め
、平
成
２５
年
４
月
１９
日
に「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁
に
係
る
公
職

選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
」法
律
が
成
立

し
、５
月
２６
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。（
改
正
後
も
事
前
運
動
や
未
成

年
者
の
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
適

用
さ
れ
、以
後
国
政
選
挙
だ
け
で
な
く
地
方

選
挙
に
も
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
正
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
選
挙
運
動
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選

挙
の
投
票
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

※
ネ
ッ
ト
選
挙
に
つ
い
て
の
詳
細
は
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
期　

間
》

　

７
月
１３
日（
土
）か
ら
７
月
２０
日（
土
）ま
で

《
時　

間
》

　

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

《
場　

所
》

　

市
役
所
甲
南
庁
舎

　
　

１
階　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　

市
役
所
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

１
階　

玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

　

市
役
所
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

１
階　

第
２・３
相
談
室

　

市
役
所
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

１
階　

事
務
室

水
口
庁
舎
以
外
の

　
　
　
　　
期
日
前
投
票
所

　市では現在、地域情報化基盤整備事業の音声放送端末機設置工事を順次進めています。
　大雨や台風シーズンを迎え、この音声放送端末機を活用して安全安心に関する情報の放送（音声放送）を開始しました。
　なお、地域情報化基盤整備事業の音声放送端末機の設置が完了していないご家庭への放送は次のとおりです。

安全安心情報放送の開始について

■放送開始日／平成２５年６月２０日（木）から

■放送内容（安全安心情報）

○注意情報（音声放送端末から通常の音量で放送）

○緊急情報（音声放送端末から最大音量で放送するとともに屋外スピーカーからも放送）

※下線の情報についてはＪアラートと連動

※下線の情報についてはＪアラートと連動

種別

地震に関する情報 緊急地震速報（想定震度４以上）、震度情報（震度４以上）

国民保護に関する情報 ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、航空攻撃情報、弾道ミサイル情報、大規模テロ情報

避難準備・避難勧告・避難指示に
関する情報 避難準備・避難勧告・避難指示

気象に関する情報 特別警報

大規模事故に関する情報 放射性物質事故情報

その他 その他緊急にお伝えすべき情報

情報の分類

地域情報化基盤整備事業の音声放送端末機と同様の放
送を行います。

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）と連動している情
報以外の放送を行います。

地域情報化基盤整備事業に伴う

●甲南地域防災行政無線
　

●旧甲賀郡有線放送・旧信楽町有線放送

気象に関する情報
大雨警報、洪水警報、暴風雨警報、大雪警報、土砂災害警戒情報、竜巻注意情報、
台風に関する情報

健康危機に関する情報 季節性インフルエンザ警報、新型インフルエンザ情報、鳥インフルエンザ情報、
食中毒注意報・警報（ノロウイルス等） ほか

行方不明者情報提供に関する情報 警察、区から要請のあった行方不明者の情報提供に関する情報

環境に関する情報 光化学スモッグ注意報、光化学スモッグ警報、ＰＭ２．５（微小粒子状物質）に関する情報 ほか

電力に関する情報 電力需給ひっ迫に関する情報
危険鳥獣に関する情報 危険鳥獣に関する情報

不審者に関する情報 不審者に関する情報、その他防犯に関する情報(振り込め詐欺等)

事故に関する情報 水道断水事故情報、油流出事故情報

小中学校等に関する情報 気象状況に伴う休校・下校時刻変更等の情報

その他 市民生活に影響がある突発的なコミュニティバス等の運行情報、道路規制情報 ほか

種別 情報の分類

　

日
程
は
異
な
り
ま
す
が
、ど
の
期
日
前

投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
、入
場
整
理
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。投
票
の
際
に
持
参

す
れ
ば
便
利
で
す
。

　

た
だ
し
、入
場
整
理
券
は
棄
権
防
止・投

票
所
で
の
整
理
等
の
た

め
発
行
し
て
い
る
も
の

で
す
の
で
、ご
持
参
い

た
だ
か
な
く
て
も
投
票

は
で
き
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

6
5
｜

0
6
6
7
／
　
6
3
｜

4
5
6
1

問
い
合
わ
せ

広報課 63-461965-0675／

【
総
務
省
Ｈ
Ｐ
】

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
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国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

に
つ
い
て

  

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
は
、
事
前
に

申
請
し
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院

お
よ
び
外
来
受
診
を
さ
れ
た
と
き
の
高
額

療
養
費
お
よ
び
食
事
代
に
つ
い
て
、
窓
口

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

る
制
度(

限
度
額
適
用)

が
利
用
で
き
ま
す
。

  

こ
の
制
度
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
限
が
７

月
31
日
で
す
の
で
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

  

な
お
、
申
請
さ
れ
て
も
保
険
税
の
未
納
が

あ
る
場
合
は
、
交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
申
請
場
所

 　 

保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域
市

　

民
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

  

・
保
険
証

  

・
課
税
証
明
書
（
平
成
25
年
１
月
１
日 

に

　

甲
賀
市
に
住
所
の
な
い
方
）

＊
８
月
以
降
に
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

□
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
前
期

　

高
齢
者
の
方
は
、
高
齢
受
給
者
証
で
、

　

所
得
区
分
の
確
認
が
で
き
る
た
め
、
住

　

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
み
「
限
度
額

　

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

　

申
請
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

　
更
新
し
ま
す
。

　

現
在
、
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
で
あ

る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送

で
お
届
け
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
に
届
き
ま
し
た
ら
、
お
名
前
等

間
違
い
が
な
い
か
確
認
の
上
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
診
を
さ
れ
る
と
き
は
保
険
証

と
あ
わ
せ
て
必
ず
病
院
・
薬
局
の
窓
口
へ

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成25年度国民健康保険税の税率（額）が決まりました

　国民健康保険事業に要する費用は、被保険者の皆さんにご負担いただく国民健康保険税と国の補助金等によって
運営されています。
　平成25年度の国民健康保険税の税率（額）が決まりましたのでお知らせします。なお今年度につきましては、
前年度の税率（額）からの変更はありません。

医療分
医療費の支払い等に使用

支援金分
後期高齢者医療制度を支える財源

介護分
介護保険制度を支える財源

国民健康保険税
加入者全員が負担　 加入者全員が負担　 40歳以上65歳未満が対象

下表の「所得割」・「均等割」・「平等割」の合計額が国民健康保険税の税額となります。

●夫の所得（前年中）　営業所得　200万円
　（所得割算定基礎額　200万円－33万円＝167万円）

●妻・子どもの所得はなし

所得割　（167万×7.0％）　（167万×2.4％）　（167万×1.9％）
均等割　（25,000×4名）　　（7,500×4名）　　（8,900×2名）
平等割　　　20,000　　　　　　　6,300　　　　　　　5,900　　　

年税額　368,600円　　（100円未満切捨）

医療分　　　　　 支援金分　　　　　　介護分

区分

所 得 割 額 7.0％ 2.4％ 1.9％

25,000円 7,500円 8,900円
20,000円 6,300円 5,900円

510,000円 140,000円 120,000円 

｛被保険者の前年中の総所得金額等－基礎
控除（330,000円）｝×税率
加入者（被保険者）1人に対して（年額）
加入世帯に対して（年額）

1世帯で算定した所得割、均等割、平等割
の合計額の限度額（最高額）

均 等 割 額
平 等 割 額

課税限度額

税率又は税額
医療分 支援金分 介護分

◎国民健康保険税の内訳

◎国民健康保険税の算定及び税率（額）について

◎モデル世帯における年税額

モデル 夫婦・子ども2人の4人世帯（夫45歳、妻43歳、子15歳、子10歳）

236,900 76,300 55,400

●夫の所得（前年中）　年金収入　260万円（所得140万円）
　（所得割算定基礎額　140万円－33万円＝107万円）

●妻の所得（前年中）　年金収入　100万円（所得0円）

所得割　　　 （107万×7.0％）　　　　　（107万×2.4％）
均等割　        （25,000×2名）　　　　　    （7,500×2名）　　
平等割　　　       20,000　　　　　　　　　　　　6,300　　　　

年税額　191,800円　　（100円未満切捨）

　　医療分　　　　　 　　　　 支援金分　　　　　　

モデル
2 夫婦のみの2人世帯（夫72歳、妻70歳）

144,900 46,900

1

保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

6
5
｜

0
6
8
8
／
　
6
3
｜

4
6
1
8

問
い
合
わ
せ

非自発的失業により国民健康保険に加入された場合は国民健康保険税が軽減されます

　国民健康保険に加入されていて、後期高齢者医療制度へ移行された方（「特定同一世帯所属者」といいます。）が
おられる世帯においては、特定同一世帯所属者を含めて低所得者に対する軽減（7割・5割・2割）の判定を行います。
この制度は、平成20年度から5年間の時限措置でしたが、このたび期限を区切らない恒久措置へと変更となります。

○低所得者に対する軽減とは、次の条件に該当する世帯の均等割、平等割がそれぞれの割合で軽減されるものです
（申請は不要ですが、所得申告をしていないと軽減措置を受けることはできません。）

　国民健康保険加入の二人世帯で、一人が後期高齢者医療制度に移行し、もう一人が国民健康保険の被保険者とし
て残った世帯（「特定世帯」といいます。）になる方については、平成20年度以降、5年間に限り平等割を半額
にする措置が設けられていますが、6年目から8年目についても引き続き平等割の4分の1の税額を軽減する措
置が新たに追加されます。

非自発的失業者（倒産、解雇、リストラ等の事業主都合によって離職された方）に対し、安心して医療が受けられるよう、
平成 22 年 4 月から国民健康保険税の算定の際、対象者の前年の給与所得を 100 分の 30 に軽減する制度が開設され
ています。ただし、前年の給与収入が 65 万円以下（給与所得が 0 円）の方については、申請されても保険税額に変更
はありません。

市役所税務課又は各地域市民センター（旧支所）窓口に、
雇用保険受給資格者証、印鑑を持参のうえ申請して下さい。

次のすべての条件を満たす方
①平成21年3月31日以降に失業した方　 ②失業時点で65歳未満の方 　③雇用保険の「特定受給資格者」又は「特定理由離職者」
に該当する方　※③については、雇用保険受給資格者証の離職理由欄の記載番号が下記の場合に該当します。
特定受給資格者理由コード・・・11、12、21、22、31、32　　特定理由離職者理由コード・・・23、33、34

軽 減 区 分 軽減対象となる世帯の所得の基準額（前年の総所得金額等）
7 割 軽 減
5 割 軽 減
2 割 軽 減

世帯主と加入者の合計所得が33万円以下
世帯主と加入者の合計所得が33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）以下
世帯主と加入者の合計所得が33万円＋（35万円×被保険者数）以下

※世帯主が他の健康保険等に加入している場合であっても、世帯主の所得は軽減判定用の所得に含みます。
※65歳以上の公的年金受給者は、公的年金等に係る雑所得から15万円を控除します。

保険税軽減制度に係る特例

特定世帯に係る軽減について

軽減内容

対象期間

対 象 者

申請場所離職日の翌日の属する月から、その月の属する年
度の翌年度末までの期間。

税務課市民税係
問い合わせ

63-457465-0679／
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平成 25年度の

介護保険料が決まる
平成 25年度の

介護保険料が決まる
平成 25年度の

介護保険料が決まる

甲賀市の基準額 月額 4,200円（年額 50,400円）

　平成25年度の市県民税と平成24年分の所得が確定したことにより、平成25年度の65歳以上の方の
介護保険料額の本算定が決定しました。（※今年度の基準額は、昨年度と同じです。）

甲賀市の保険料の基準額は、市全体の介護サービスにかかる費用などに応じて決まります。

段階

第 1 段階 21,672円

21,672円

31,752円

37,800円

43,848円

50,400円 
( 基準額）

56,952円

63,000円

75,600円

85,680円

100,800円

生活保護受給者
老齢福祉年金受給者であって本人および世帯全員が市民税非課税の人

第 2 段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入の合計
額が80万円以下の人   

対　　象　　者 年間保険料額

世
帯
非
課
税

本
人
非
課
税

世
帯
課
税 本

人
課
税

第 3 段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と 課税年金収入の合計
額が80万円を超えて120万円以下の人      

第 4 段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と 課税年金収入の合計
額が120万円を超える人      

第 5 段階 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、前年の合計所得
金額と課税年金収入の合計額が80万円以下の人      

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、前年の合計所得
金額と課税年金収入の合計額が80万円を超える人      

第 6 段階

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の人第 7 段階

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上200万円未満の人第 8 段階

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の人第 9 段階

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上500万円未満の人第10段階

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上の人第11段階

65歳以上の
方の

基準額をもとに、所得に応じた負担という観点から次の表のような「所得段階保険料」の設定になります。

・
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

・
草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

・
年
金
手
帳

・
認
印

・
平
成
25
年
度
課
税
証
明
書

　
（
平
成
25
年
1
月
1
日
に
甲
賀
市
に
住
所
の
な
い
方
）

・
失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
退
職
さ
れ
た
方
）

『保険料の決め方』

『保険料の納め方』

『口座振替』

『介護保険料を納めないでいると』

特別徴収

普通徴収

老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金の額が年間18万円以上の人は、年金からあらかじめ差し引きます。

特別徴収とならない人は、納付書で納めます。（口座振替もできます。）
また、年度途中で65歳になられた人や転入された人も同様です。

口座振替依頼書

１年以上滞納すると

１年６ヵ月以上滞納すると

２年以上滞納すると

口 座 登 録

市内金融機関・ゆうちょ銀行・市民窓口センター・旧支所の地域市民センターに備え付けています。
必要事項を記入・押印のうえ金融機関・ゆうちょ銀行に提出してください。

費用の全額をいったん利用者が負担し、申請により
後で保険給付分（９割）が支払われます。
費用の全額をいったん利用者が負担し、申請後も保
険給付の一部又は全部が一時的に差し止めとなった
り、滞納保険料と相殺されます。

利用者負担が１割から３割に引き上げられたり、高
額介護サービス費が受けられなくなります。

口座振替依頼書の提出後、金融機関等からの連絡により口座登録をします。
口座登録は、口座振替廃止届の提出により廃止されます。
廃止届の提出がない口座は、有効（登録）状態となっています。

普通徴収の方は口座振替が便利です。

長寿福祉課介護保険係
問い合わせ

63-408565-0698／

65歳以上の
方の平

成
25
年
度
後
期
高
齢
者

　
　
　
　医
療
保
険
料
を
決
定

　

平
成
24
年
分
の
所
得
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。
お
一
人
ご
と
の
保
険
料
の
額
や
、
お
支
払
い
の
方
法

に
つ
い
て
は
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
一
人
あ
た
り
の
定
額
の
保
険
料
（
均
等
割
額
）」

と
「
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
（
所
得
割
額
）」
の
合

計
額
に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
保
険
料
は
平
成
24
年
中
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
し
ま
す

　

年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
「
特
別
徴
収
」
と
、

口
座
振
替
や
納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
「
普
通

徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
を
年
金
か
ら
直
接
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
場
所

申
請
に
必
要
な
も
の

・
草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

／
０
７
７‐
５
６
７‐
２
２
２
０

・
保
険
年
金
課　

／
６
５‐
０
６
８
８

保
険
料
の
額
は
？

保
険
料
の
支
払
方
法
は
？

※所得の低い方や、被保険者となる前日に職場の健康保険
　の被扶養者だった方には、保険料の軽減があります。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

保険料額の計算式

年間保険料

所得割額

所得割額 8.12％
-基礎控除額（33万円）

平成24年度中の
総所得金額等

均等割額 41,704円

【上限額55万円】=

+

×

　

こ
の
制
度
で
は
、
被
保
険
者
の
お
一
人
お

ひ
と
り
か
ら
保
険
料
を
納
付
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
お
手
元
に
納
付
書
や
督
促
状
が
な
い

か
も
う
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
、
未
納
の
保

険
料
が
あ
れ
ば
早
急
に
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

保
険
料
の
未
納
が
続
き
ま
す
と
、
保
険
証

の
有
効
期
限
が
短
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

平成25年度国民年金保険料免除申請受け付け
　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
ご
利
用
に
は
申
請
を

　

平
成
25
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、
平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
6
月

分
の
保
険
料
）
の
免
除
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
今
月
中
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
期
間

　

免
除
の
承
認
期
間
は
、
7
月
か
ら
翌
年
の
6
月
ま
で
で
す
。

前
年
度
に
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
継
続
申
請
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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保
育
料
の
減
額
・
免
除
手
続
き
申
請
に
つ
い
て

保
育
料
の
減
額
・
免
除
手
続
き
申
請
に
つ
い
て

保
育
料
の
減
額
・
免
除
手
続
き
申
請
に
つ
い
て

　

自
動
交
付
機
で
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
謄

本
（
市
内
に
本
籍
の
あ
る
方
）
等
を
取
得
で
き
る

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
専
用
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
動
交
付
機
で
は
、
平
日
（
朝
８
時
か
ら
夜
間

20
時
ま
で
）
及
び
休
日
（
朝
９
時
か
ら
夕
方
17
時

ま
で
）
に
も
証
明
書
が
取
得
で
き
、
窓
口
手
数
料

よ
り
１
０
０
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
開
設
日
時

　

７
月
13
日
（
土
）

　
　
　

14
日
（
日
）

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

○
開
設
場
所

 

・
水
口
庁
舎

 

・
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

・
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

・
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

・
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
印
鑑　

②
本
人
確
認
書
類
１
点
（
本
人
の
写

　

真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
）〈
運
転
免
許
証
な
ど
〉

　

③
そ
の
他
本
人
確
認
書
類
１
点
〈
健
康
保
険
証

　

な
ど
〉④
市
民
カ
ー
ド
、
旧
町
の
印
鑑
登
録
カ
ー

　

ド
（
お
持
ち
の
方
）

　

※

顔
写
真
つ
き
の
カ
ー
ド
に
は
写
真
１
枚
（
縦 

4.5
ｃ

　
ｍ×

横
3.5
ｃ
ｍ
）
が
必
要
で
す
。
ご
自
分
で
ご

　

用
意
で
き
な
い
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
e-

T
a
x
が
利
用
可
能
に
】

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
住
基
カ
ー
ド
に
つ

　２０１３年７月８日から日本人住民の方と同じように、外国人住民の方も住民基本台帳ネットワークシステム
（日本全国の住民票情報をネットワーク化したもの）に住所等の情報が記録され、住民票コードが付番されます。
　それにより、「住民票コード通知票」を７月８日以降、郵便で通知します。
　この通知による手続きの必要はありませんので、大切に保管してください。

住民票に記載される無作為に選ばれた１１桁の番号です。他の人と同じ番号になることはありません。

◇本人または同じ世帯の人の住民票の写しを、他の市区町村窓口でもお取りいただけます。
◇住民基本台帳カードをお作りいただくと、カードに電子証明書を入れることができるほか、顔写真付のものは
　公的な本人確認書類として利用できます。

【
兄
弟
姉
妹
入
園
の
場
合
の
減
額
手
続
き
】

■
申
請
期
限…

７
月
８
日
（
月
）
ま
で

【
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
一
部

　
免
除
手
続
き
】

■
申
請
期
限…

８
月
２
日
（
金
）
ま
で

け
る
と
e-

T
a
x（
国
税
電
子
申
告
）
な
ど
電
子
証

明
書
に
よ
る
本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
行
政
手
続

き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
で
き
ま
す
。（※

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
手
続
き
は
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
休
日
は
使
用
で
き

な
い
た
め
、
平
日
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
別
途
手
数
料
が
５
０
０

円
必
要
と
な
り
ま
す
。）

【
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ
】

　

カ
ー
ド
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
裏
面
に

「
住
」「
印
」「
戸
」
の
印
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍
の
発
行
が

可
能
で
す
。
印
が
な
い
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
発

行
を
可
能
と
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
外
国
人
住
民
の
方
へ
】

　

７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始

さ
れ
、
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

自動交付機利用停止のお知らせ

外国人住民の方へ住民票コードを通知外国人住民の方へ住民票コードを通知

住民票コードって何？

何か便利になりますか？

住民票コードって何？

何か便利になりますか？

７月６日（土）、７日（日）はメンテナンスのため証明書発行ができませんのでご了承ください。

住基　じゅうか

市
民
課

6
5
｜

０
６
８
３

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

6
6
｜

1
1
0
1

甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

８
６
｜

４
１
６
１

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

8
2
｜

１
１
２
１

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

８
８
｜

４
１
０
１

問
い
合
わ
せ

◆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
３
人
目
以

降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

①
平
成
25
年
度
保
育
料
徴
収
金
（
保
育
料
）
基
準

　

額
表
で
Ｂ
２
・
Ｃ
11
・
Ｃ
12
階
層
の
世
帯

②
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

　

が
３
人
以
上
お
ら
れ
る
世
帯
で
、
３
人
目
以
降

　

の
お
子
さ
ん
が
保
育
園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
世
帯

③
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
、
甲
賀
市
に
引
き

　

続
き
１
年
以
上
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

◆
手
続
き
方
法…

保
育
料
免
除
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
保
育
料
確
定
後
、
該
当
す
る
方
へ

必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
７
月
中
に
個
別
に
通
知

す
る
予
定
で
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
通

知
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
は
、
耐
震
基
準
が
緩
や
か
で

あ
っ
た
た
め
、
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
大
き
な
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
地
震
か
ら
生
命
や
財
産
を

ま
も
る
た
め「
無
料
耐
震
診
断
」と「
耐

震
改
修
補
助
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
．
無
料
耐
震
診
断

対
象
建
築
物

○
甲
賀
市
内
の
木
造
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に 

　

着
工
さ
れ
完
成
し
て
い
る
住
宅

○
階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
床
面
積

　

が
３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

○
延
床
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と

　

し
て
い
る
住
宅

○
木
造
軸
組
工
法
で
建
築
し
て
い
る

　

住
宅

○
過
去
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い

　

な
い
住
宅

【
申
込
期
限
】

　

平
成
25
年
１１
月
末
ま
で

【
申
込
窓
口
】

　

住
宅
建
築
課
（
水
口
庁
舎
２
Ｆ
）

二
．
耐
震
改
修
補
助

　

耐
震
診
断
を
受
け
て
、
倒
壊
す
る

可
能
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
建
築

こ
ど
も
未
来
課　

管
理
係

8
6
｜

8
1
7
9
／　

8
6
｜

8
3
8
0

問
い
合
わ
せ

住
宅
建
築
課　

建
築
係

6
5
｜

０
７
２
５
／　

6
3
｜

４
６
０
１

問
い
合
わ
せ

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
ご
利
用
を

工事費・補助金対象表 物
（
上
部
構
造
評
点
0.7
未
満
）
に
つ

い
て
、
上
部
構
造
評
点
を
0.7
以
上
に

す
る
耐
震
改
修
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
限
り
通
常
の
補

助
額
に
加
え
て
、
30
万
円
の
上
乗
せ

が
あ
り
ま
す
。
耐
震
改
修
を
お
考
え

の
方
は
、
工
事
を
さ
れ
る
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対象となる工事費

耐震・バリアフリー
改修事業補助金

木造住宅耐震化緊急支援
補助（※平成25年度のみ）

主要道路沿い割増

高齢者（65歳以上）
世帯割増

補助金合計額

50万円超
100万円以下

10万円 20万円 30万円 50万円

10万円 70万円 80万円 100万円

× 30万円 30万円 30万円

× 10万円 10万円 10万円

× 10万円 10万円 10万円

100万円超
200万円以下

200万円超
300万円以下

300万円超

◆
２
人
同
時
に
保
育
園
等
に
入
園
し
て
い
る
場
合

は
、
２
人
目
の
児
童
に
か
か
る
保
育
料
が
基
準
額

の
半
額
に
な
り
ま
す
。
３
人
以
上
同
時
入
園
の
場

合
は
、
３
人
目
以
降
の
児
童
に
か
か
る
保
育
料
が

０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
方
法…

保
育
料
減
額
申
請
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
①
に
在
園
し
て
い
る
兄
姉
が
い
る
場
合
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

次
の
②
・
③
に
在
園
、
在
学
、
利
用
し
て
い
る
兄

姉
が
い
る
場
合
、
保
育
料
（
暫
定
）
決
定
通
知
等

に
同
封
し
て
送
付
し
て
あ
る
「
兄
弟
姉
妹
入
園
の

場
合
の
減
額
手
続
き
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
方
へ
７
月
中
に
さ
ら
に
必
要

な
手
続
き
に
つ
い
て
個
別
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

施
設
の
種
類

手
続
き
の
必
要

な
し

あ
り

あ
り

①
市
内
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
長
時
部
）

②
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
短
時
部
）〈
認

　

可
・
認
定
施
設
に
限
る
〉

③
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
、
情
緒
障
害
児
短

　

期
治
療
施
設
通
所
部
、
児
童
発
達
支
援
、

　

医
療
型
児
童
発
達
支
援

休
日
に
住
基
カ
ー
ド
の
手
続
き
を

〜
７
月
１３
日（
土
）、
１４
日
（
日
）の
両
日
〜

休
日
に
住
基
カ
ー
ド
の
手
続
き
を

〜
７
月
１３
日（
土
）、
１４
日
（
日
）の
両
日
〜

　

お
子
さ
ん
が
２
人
同
時
に
保
育
園
な
ど
に
入
園
し
て
い
る
場
合
や
、
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
が

保
育
園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
場
合
、
保
育
料
の
減
額
や
免
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
期
限
内
に
申
請
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。



ai koka 2013.7.1 12ai koka 2013.7.113

問い合わせ

観光推進室 65-0708
69-0344

第２回信楽まちなか芸術祭 開催！
開催期間：平成２５年　10月1日（火）―10月20日（日）

　

人
権
擁
護
委
員
１
名
が
６
月
30
日
、
任
期
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
ら
れ
７
月
１
日
よ
り
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

今
後
、
市
内
の
「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」
を

中
心
に
、
市
内
で
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
。
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
は
、

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
再
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

　

黄
瀬
忠
幸
さ
ん
（
信
楽
町
宮
町
）

庁舎整備の設計者選定
公開プレゼンテーション実施
庁舎整備の設計者選定
公開プレゼンテーション実施
庁舎整備の設計者選定
公開プレゼンテーション実施

昨年３月に策定した「甲賀市庁舎改修整備基本構想」
に基づく基本設計業務の設計者を選定するため、公
募型プロポーザルによる技術提案者からのプレゼン
テーションを公開で開催しますのでお知らせします。

　◎座席に限りがあるため（約50席）、多数の場合は入場をお断りする場合があります。
　◎発表は、技術提案書の受付順とし、企業名を伏せて行います。
　◎傍聴者からの質疑は受け付けられませんので、あらかじめご了承ください。
　◎今回は、プロポーザル方式での選定となるため、具体的な設計図等を選ぶものではありません。考え方などから設計者を選
　　ぶものです。

かもしか荘

　ことし秋、信楽を舞台に「第2回信楽まちなか芸術祭」が開催されます。信楽の地には、今なお伝統的
な技術が今日に受け継がれており、まちなかには登り窯や古い民家など、やきものの里としての風景も数
多く残されています。「信楽まちなか芸術祭」は、これら「陶都・信楽」の財産を生かして、やきもの文
化を多くの人に知っていただくと共に、信楽というまちがもつ多面的な魅力を発信していきます。

　「第２回信楽まちなか芸術祭」の詳しい概要については、次号の『あいこうか』に掲載します。また、
開催までの毎号で各企画のみどころなどもお伝えしていきます。
　この秋、信楽を訪れて下さる皆様と一緒に楽しみ・つくりあげる芸術祭を目指していきますので、是非
信楽へお越し下さい。

人
権
推
進
課
人
権
政
策
係

6
5
｜

０
６
９
４
／　

6
3
｜

４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　
児
童
家
庭
支
援
係

6
5
｜

０
7
0
5
／　

6
3
｜
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お問い合わせ：信楽まちなか芸術祭実行委員会事務局

〒529-1851　甲賀市信楽町長野1203
甲賀市役所信楽地域市民センター東
別館内信楽まちなか芸術祭インフォメーションセンター
TEL：70-3304　FAX：70-3141
詳しくはホームページをご覧ください　URL: http://shigaraki-fes.com
E-mail： info@shigaraki-fes.com

問い合わせ

庁舎整備室 65-0661／ 63-4561 ホームページ　http://www.city.koka.lg.jp/

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

〜
子
育
て
事
業
紹
介
冊
子

           ｢

す
ま
い
る
」発
行
〜

◆開催日時 ◆開催場所
　

第２回信楽まちなか芸術祭 開催

●発表者（五十音順）
　株式会社　アール・アイ・エー
　株式会社　梓設計
　株式会社　久米設計
　株式会社　東畑建築事務所
　株式会社　日本設計
　株式会社　安井建築設計事務所
　※発表順は、上記順番ではありません。

か
も
し
か
荘
が
オ
ー
プ
ン

大
河
原
温
泉

か
も
し
か
荘
が
オ
ー
プ
ン

大
河
原
温
泉

か
も
し
か
荘
が
オ
ー
プ
ン

大
河
原
温
泉

　

長
年
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
た

土
山
町
大
河
原
の
「
国
民
宿
舎
か
も

し
か
荘
（
か
も
し
か
温
泉
）」
は
、

名
称
を
「
大
河
原
温
泉
か
も
し
か
荘
」

に
変
え
て
、
7
月
20
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

建
替
え
工
事
に
は
国
か
ら
農
山
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付

金
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
建
替
え
ら
れ
た
「
か
も
し

か
荘
」
は
、
客
室
数
10
、
大
広
間
44

畳
１
室
、
36
畳
１
室
、
宿
泊
定
数

１
３
０
人
で
す
。

　

鈴
鹿
山
系
の
四
季
が
美
し
く
見
え

る
客
室
と
、
地
域
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
創
作
料
理
で
、
お
も
て

な
し
し
ま
す
。

　

鈴
鹿
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
贅
沢
な

自
然
の
中
で
癒
し
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

新
し
く
な
っ
た
か
も
し
か
荘
は
、

日
帰
り
温
泉
も
楽
し
め
ま
す
。

■ 宿泊料金 ： 一泊２食付１０，５００円～（別途入湯税要）
■ レストラン ：１，５００円～
■ 宴　　会 ： ３，0００円～
■ 温泉利用 : 大人５００円（６５歳以上は４００円）

四季を感じる露天風呂と、湯けむ
りの立ち込める大浴場

風土を最大限に活かした地産地消の創作料理 広い窓の客室鈴鹿の峰を仰ぐ大広間

　このプレゼンテーションの後に審査を行い、優秀者及び次点者を選びます。結果は、ホームページ等で発表いたします。

平成25年7月13日（土）
午前９時30分から
午後4時20分まで

サントピア水口
共同福祉施設　教養文化室
水口町北内貴1番地2

【注意事項】

　

子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
紹
介
冊
子
が

完
成
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
子

育
て
講
習
、
イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
相
談
等
の
情
報

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

　

・
社
会
福
祉
課　

　

・
市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

・
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

・
旧
支
所
で
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー　

　
　

四
か
所
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地
域
の
特
色

　

雲
井
自
治
振
興
会
は
、雲
井
学
区
内
の
５
区
、約

１
０
０
０
世
帯
余
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で

す
。雲
井
地
域
は
旧
信
楽
町
の
北
部
に
位
置
し
、山

間
の
中
央
を
流
れ
る
川
の
両
脇
に
良
質
米
を
産
出

す
る
田
園
集
落
が
広
が
り
、今
な
お
里
山
の
豊
か

な
原
風
景
を
残
し
て
い
る
典
型
的
な
中
山
間
地
域

で
す
。

　

特
に
、雲
井
地
域
は
古
の
天
平
時
代
に
、聖
武
天

皇
が
紫
香
楽
に
行
幸
し
て
約
３
年
余
り
の
間
、日

本
の
歴
史
上
で
燦
然
と
表
舞
台
で
か
が
や
い
て
い

た
地
域
で
あ
り
、国
史
跡「
紫
香
楽
宮
跡
」（
宮
町
地

区・内
裏
野
地
区
等
）に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
歴
史

的
資
産
も
豊
富
で
、過
去

か
ら
の
大
切
な
贈
り
も
の

を
こ
れ
ま
で
も
、い
ま
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
紫
香

楽
宮
関
連
遺
跡
群
と
し
て

地
域
を
あ
げ
て
護
り
、次

代
に
継
承
し
て
い
こ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
内
容

①
健
康
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

〈
雲
井
学
区
体
育
大
会
〉小
学
校
児
童
、保
育
園

児
、地
域
住
人
な
ど

が
一
堂
に
会
し
て
交

流
を
深
め
る
た
め

に
、毎
年
自
治
振
興

会
が
中
心
と
な
っ
て

「
雲
井
学
区
体
育
大

会
」を
開
催
し
て
お

り
、今
年
度
で
６０
回

目
と
な
り
ま
す
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
〉い
つ
ま
で
も

健
康
で
元
気
な
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
は
健
康
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、春・秋
の
２
回
、誰

も
が
参
加
で
き
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、今
年

度
か
ら
は
新
た
に
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

②
福
祉
推
進
事
業

　

地
域
で
の
商
店
の
廃
業

や
、公
共
交
通
機
関
の
減

便
な
ど
に
よ
り
、高
齢
者

や
障
が
い
者
の
生
活
を
取

り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
実

態
を
調
査
し
て
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
移
送
サ
ー
ビ
ス・

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
対
策
と
し

て
、年
末
に
信
楽
高
原
鐵

道
で
の
サ
ン
タ
列
車
に

よ
る
子
育
て
交
流
会
を

実
施
し
ま
す
。

③
青
少
年
育
成
事
象

　

夏
の
夜
、親
子
の
ふ
れ

合
い
を
深
め
る
た
め
に

星
空
映
画
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、新
た
に
小

学
校
高
学
年
の
児
童
を

対
象
と
し
た
２
泊
３
日

程
度
の
自
主
自
立
支
援

事
業「
通
学
合
宿
」を
実

施
し
、児
童
の
自
立
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

④
広
報
啓
発
事
業

　

雲
井
自
治
振
興
会
だ
よ
り
を
定
期
的
に
発
行

し
、地
域
住
民
に
事
業
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
雲
井
の
郷
再
発
見
事
業
」と
し
て
新
た

に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

⑤
文
化
振
興
事
業

　

地
域
住
人
の
ニ
ー
ズ
を
も

と
に
、「
く
も
い
学
び
塾
」と

し
て
各
種
の
文
化
講
座
や

男
の
料
理
教
室
な
ど
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、歴
史
遺

産
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
今
年

度
も
紫
香
楽
宮
跡
に
関
連

す
る
歴
史
講
演
会
等
を
開

催
し
ま
す
。

⑥
地
域
振
興
事
業

　

天
平
の
地
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
て
、今
年

度
も
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
地
元
産
農
産

品
等
の
即
売
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る「
第
３

回 

天
平
の
地 

ふ
れ
あ
い
市
場
」を
開
催
し
ま
す
。

｠｠雲井自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域のの輪
－ 元気・ふれあい・歴史の里山 くもい  －

地域市
民セン

ター

地域市
民

西東
北南

西東
北南

西東
北南

迫
真
の
演
技
で
被
害
防
止

●
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

公民館の中庭で
優雅なひとときを
●甲南中部地域市民センター

　

振
り
込
め
詐
欺
の
事
件
は
、

形
を
変
え
全
国
各
地
で
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。被
害
を
未
然
に

防
止
し
よ
う
と
、こ
の
ほ
ど
鮎

河
公
民
館
で
甲
賀
警
察
署
の

署
員
の
方
に
よ
り
、寸
劇
に
よ

る
詐
欺
の
実
例
紹
介
と
講
話

が
公
民
館
講
座
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
す
が
は
警
察
、犯
罪
者
の

裏
の
裏
ま
で
知
り
尽
く
し
た

防
犯
の
プ
ロ
に
よ
る
迫
真
迫
る
演
技
に
、参
加
者
一
同
圧
倒

さ
れ
、啓
発
の
効
果
は
絶
大
な
も
の
で
し
た
。

　

市
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
お
り
、被
害
も
出

て
い
ま
す
。詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、聞
き
覚
え
の
な
い

声
で
親
し
げ
に
話
し
か
け
て
く
れ
ば
、ま
ず
、疑
う
こ
と
が
大

切
で
す

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

〜
水
口
町
第
１１
回
女
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

●
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
大
会
は
水
口
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
大
会

で
、昨
年
度
か
ら
伴
谷
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。６
月
１１
日（
火
）「
空
梅
雨
」が
幸
い
し
曇
り
空
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
、早
朝
よ
り
水
口
町
各
所
か
ら
１１
チ
ー

ム
５６
名
の
選
手
が
参
加
さ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。連
盟
の
役
員
さ
ん
は
、「
年
々
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
る
が
、ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
つ
身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。な
お
、優
勝
は
、春
日

Ａ
チ
ー
ム
、準
優
勝
は
下
山

チ
ー
ム
、３
位
は
八
田
Ｂ

チ
ー
ム
で
し
た
。

　

梅
雨
入
り
直
前
の
５
月
２５
日（
土
）、甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）の
中
庭

に
お
い
て
、市
民
企
画
講
座
に
よ
る「
第
５
回
ぷ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
と
、心
地
よ
い
風
が
と
お
り
抜
け
る
中
、来
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
が
奏
で
る
優
し
い
音
色
に
う
っ

と
り
。そ
し
て
、お
抹
茶
と
和
菓
子
で
ほ
っ
こ
り
。心
癒
さ
れ
る
優
雅
な
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、公
民
館
講
座
か
ら
誕
生
し
た
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」の

演
奏
や
、呈
茶
で
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、会
場
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

子育てママの
寺子屋開催
●小原地域市民センター

　

小
原
地
区
の「
子
育
て
サ
ロ
ン
」に
併
せ
て
、公
民
館
講
座
の
寺
子
屋
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
運
動
不
足
の
解
消
や
友
だ
ち
づ

く
り
、い
ろ
ん
な
悩
み
の
相
談
な
ど
、先
輩
マ
マ
さ
ん
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
回
は
、ボ
ー
ル・ベ
ル・ベ
ル
タ
ー
の
用
具
を
使
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
行

う
3
B
体
操
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
い
ホ
ー
ル
で
、伸
び
伸
び
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
と
、リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
行
う
動
き
に
、子
育
て
マ
マ
さ
ん
た
ち
は
、心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

輪輪輪
No.22

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

8
3
｜

8
5
3
1
／
　
8
3
｜

8
5
3
2

問
い
合
わ
せ
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セーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうか Vol.6

 　甲賀市では、安全に関する実態や市民の意識を把握するため、3月にアンケート調査を実施しました。対象者は
18歳以上の市民で、無作為抽出により1,500世帯3,365人に郵送し、世帯票578通（回収率38.5%）、個人票
1,235通（回収率36.7%）の回答をいただきました。今回は、その結果の中から主なものを紹介します。

●直近1年間で、どのような事故やけがを経
験したか（複数回答）
　世帯票の回答世帯578世帯のうち、事故・けがの内
容の報告があったのは119世帯（20.6%）で、報告さ
れた事故・けがの件数は143件です。最も多かったのは
「転倒・転落」で32.9%、次いで「交通事故」が28.0%
でした。

●甲賀市での暮らしは安心安全か
　安心安全と感じる人の割合は、46.9%で約半数近く
にのぼり、「どちらとも言えない」と回答した人は
42.1%、安心・安全と思わない人は11.0%でした。

●甲賀市でどのような事柄を不安に感じるか
（複数回答）
　不安に感じる事柄として最も多いのは「交通事故」が
71.2%、次いで「自然災害」、「火災」、「犯罪に巻き込ま
れること」という順位でした。

アンケート調査から分析する現状や意識

情報交流ひろば

Vol.30い か
こい か
こ

となりまち
亀山伊賀

甲賀

　植木神社祇園祭は、県の無形民俗文化財に指定
され、毎年7月末の土・日曜日に実施されます。宵宮
祭では、平田地区の東町・中町・西町の楼車が提灯を
灯し、笛・鉦・太鼓で囃し、賑やかに平田の町内を巡行
します。
　早朝からの遷幸祭では、御霊を移した2基の神輿
が16人の若者によって
担がれ、御旅所に向かっ
て練り歩きます。午後か
らの還幸祭は、竹幣・神
職・祇園花・花太鼓・神輿・
神宝・神輿・輿太鼓・唐櫃・
宮司・献花・楼車の順に
平田の町内を植木神社
まで巡行します。

●日時／7月27日（土）宵宮祭： 午後7時30分～
　　　　7月28日（日）遷幸祭： 午前3時30分～

　　　　　　還幸祭： 午後3時～　
●場所／植木神社（旧伊賀街道平田宿）

伊賀市平田699
●アクセス／名阪国道下柘植ICから南へ約6ｋｍ

（車で約12分）

植木神社
問い合わせ

／　 0595-47-0431
文化財室

0595-47-12900595-47-1285／

問い合わせ・応募先

人権推進課 65-0694　 ／63-4582
E-Mail　koka10207000@city.koka.lg.jp

　B級ご当地グルメの“焼きうどん”を通じてまちお
こしに取り組む４団体が亀山市に集結する「全国焼
きうどんサミットin亀山」。７月20日（土）にシンポジ
ウム、21日（日）に「ご当地グルメフェスタ」が開催さ
れます。
　「ご当地グルメフェスタ」では、「小倉発祥焼うど
ん」（福岡県北九州市）、「津山ホルモンうどん」（岡
山県津山市）、「いわてまち焼きうどん」（岩手県岩手
町）、「亀山みそ焼きうどん」の４大焼きうどんをはじ
め、亀山市と江戸時代からゆかりのある岡山県真庭
市の「ひるぜん焼そば」のほか、県内ご当地グルメも
味わえます。

全国焼きうどんサミットin亀山実行委員会
（亀山市市民文化部関支所観光振興室）

問い合わせ

0595-96-1215

植木神社祇園祭 全国焼きうどんサミットin亀山
～五穀豊穣を祈願する～ ～全国４大焼きうどんが亀山市に集結～

●日時／７月21日（日）午前10時～午後2時
●場所／東町商店街

かね

せん こう さい

とう ひつ

かん こう さい

み たま み こし

はや にぎ

ちょうちん

問い合わせ

危機管理課　安心安全係 65-0665／　 63-4619

家庭や地域、職場などで男女が互いに支えあい、いきい
きと活動している様子を撮影した写真を募集します。応
募いただいた作品は「パートナーしがの強調週間」に合
わせ、市内図書館で作品展を開催します。
●応募資格／甲賀市内に在住、在勤、在学の方
●応募方法／応募用紙に記入し、写真を添えて電子
メール（5MB以下・JPEG）にて送信、もしくは持参、
郵送してください。
●応募規定／
①作品は1人2点まで。（未発表のもの）
②作品は、写っている方の承諾を得たものに限ります。
③500万画素クラス以上のデジタルカメラやスマー
トフォンで撮影した写真で、組写真、合成写真は不可

直近1年間で経験した事故・けが（全143件）
転倒・転落
交通事故
虫や動物による刺し傷、咬傷
ドアやものによる挟まれ、加圧、打撲など
やけど
異物などの誤飲
その他

※割合は端数処理をしているため、全体は100%になりません。

47件 32.9％
40件 28.0％
13件 9.1％
11件 7.7％
4件 2.8％
2件 1.4％
26件 18.2％

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

71.2%
47.0%
35.1%
35.0%
24.9%
17.2%
11.8%

交通事故
自然災害
火災

犯罪に巻き込まれること
外出時の転倒・転落などの事故・けが
自宅での転倒・転落などの事故・けが

職場での事故・けが

市内で不安に感じる事柄（上位7項目）
※割合は全回答者1,235人に占める割合

とし、単写真のみとします。
④持参、郵送の場合の写真規格は、カラープリント４つ
切り判（ワイド可）、A4サイズにプリントしたものま
たはCD-Rで応募してください。
●表彰／最優秀賞1点（賞状と図書カード5,000円分）
　　　　優秀賞2点（賞状と図書カード2,000円分）
　　　　特別賞数点（賞状と図書カード1,000円分）
●応募期限／8月30日（金）まで（当日消印有効）
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

男女共同参画フォトコンテスト男女共同参画フォトコンテスト男女共同参画フォトコンテスト

ちく へい

こし だい こしん ほう

　はしか（麻しん）と風しんは感染力が大変強く、感染すると
高熱が続き、脳炎など重篤な合併症をおこすことがありま
すので、体調の良い時期に、早期の接種をお勧めします。

国の通知により「子宮頸がん（ヒトパピローマウイルス感染症）予防ワクチンの積極的な接種勧奨を控えることになり
ました。詳しくは、市ホームページに掲載している国発行リーフレットをお読みください。
●ワクチンの対象者：小学６年～高校１年相当の女子

問い合わせ

健康推進課　母子保健係　
【健康推進課ホームページ】http://www.city.koka.lg.jp/2006.htm

65-0736／　 63-4591

●対象者／19歳以上の方で次の①～③のいずれかに
該当する方
　①妊娠を希望されている１９歳以上の女性
②妊娠をされている方の夫　
③妊娠されている方の同居家族
●助成額／
　MRワクチン 上限５,０００円
　風しん単独ワクチン 上限３,０００円

　妊娠中、風しんに感染すると「先天性風しん症候群」の子どもが生まれる可能性があります。風しんの感染予防
のため、接種費用の一部助成を行います。

保育園・幼稚園年長児の皆さんへ

風しん・はしか（麻しん）予防接種をお受けください風しん・はしか（麻しん）予防接種をお受けください風しん・はしか（麻しん）予防接種をお受けください

●助成対象予防接種期間／平成25年4月1日～12月
31日
●申請期間／平成26年1月31日まで
●助成方法／接種を受けた後に、ワクチン名が記載さ
れた領収書、印鑑、振込み口座のわかる物、対象者
②③の方は母子健康手帳をお持ちになり健康推進
課で手続きを行ってください。

妊娠を希望される方、妊娠中の方とそのご家族へ　～予防接種費用の一部助成開始～

●対象者／市内在住の保育園・幼稚園年長児
●期間／平成26年3月31日まで
　（接種医療機関での接種可能期間内）
●費用／無料
※詳細は健診（検診）カレンダーをご確認ください。



上級生らが「オペレッタ」の制作プレゼン

　

市
内
７
つ
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
会「
ユ
ー
ス
・
ブ
ラ
ス
・フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
6
月
8
日
、
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
7
0
0
人

の
観
客
が
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
水
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
主
催
し

て
お
り
、今
年
で
4
回
目
で
す
。
今
回
は
、

紅
白
歌
合
戦
で
歌
わ
れ
た
合
唱
曲
「
あ

す
と
い
う
日
が
」
の
作
曲
な
ど
で
有
名

な
八
木
澤
教
司
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
が
各
々
演
奏
を
発
表
し
た
後
、

同
氏
が
7
中
学
校
の
3
年
生
合
同
バ
ン

ド
を
即
興
で
指
揮
し
、
ま
た
全
生
徒
参
加
の
大
合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
「
い
つ
も
は
別
々
に
演
奏
し
て
い
る
み
ん
な
が
一
つ
に
な
れ
た
経
験
は
宝
物
」
と
、

こ
の
日
1
日
だ
け
実
現
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

　

信
楽
焼
の
器
と
、福
島
県
出
身
で
テ

レ
ビ
番
組
や
料
理
雑
誌
な
ど
で
活
躍
中

の
人
気
料
理
家・本
田
よ
う
一
さ
ん
が

協
力
す
る
イ
ベ
ン
ト「
し
が
ご
は
ん
」が

5
月
29
日
、信
楽
町
長
野
で
行
わ
れ
、

陶
芸
作
家
や
陶
業
関
係
者
約
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、福
島
県
の
産
品
を

使
っ
た
創
作
料
理
を
各
地
に
届
け
る
企

画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
大
テ
ー
ブ
ル
に
所
せ
ま
し
と

並
べ
ら
れ
た
18
種
類
の
料
理
に
は
、市

内
を
は
じ
め
と
し
た
滋
賀
の
名
産
が
使

用
さ
れ
、信
楽
焼
の
器
を
楽
し
く
引
き

立
て
ま
し
た
。参
加
者
の
一
人
は「
器

だ
け
で
な
く
、料
理
と
一
体
と
な
っ
た

姿
も
信
楽
発
で
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
、こ
れ
か
ら
の
食
と
器
の
共
演
に
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

県
測
量
設
計
技
術
協
会
が
主
催
す
る
測

量
体
験
学
習
が
6
月
4
日
、大
原
小
学
校
で

行
わ
れ
、6
年
生
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、同
協
会
が
子
ど
も
た
ち
に

測
量
技
術
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

一
年
に
一
回
ず
つ
県
内
小
学
校
で
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、今
回
で
3
年
目
で
す
。こ
の

日
は
、県
内
の
9
つ
の
測
量
会
社
か
ら
23
名

の
従
業
員
が
来
校
し
、自
分
の
歩
幅
を
も
の

さ
し
に
す
る「
歩
測
」か
ら
、機
器
を
使
っ
た

測
量
な
ど
5
つ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、

ま
た
国
土
地
理
院
の
先
生
が
地
図
と
測
量

に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は「
色
ん
な
方
法
で
測
る
こ
と
が

で
き
て
お
も
し
ろ
い
」「
こ
ん
な
に
正
確
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
」と
普
段
触
れ
る
こ
と
の

な
い
機
器
や
、測
量
の
計
算
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

ユース・ブラス・フェスティバル2013

県教育長へき地学校訪問

しがごはん
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◆陶芸を始められたきっかけは？
　　実はトルコに旅行に行ったことが、初めて陶芸に
触れるきっかけとなりました。あちらで見かけた陶
器に魅せられ、そのまま住み込みで、絵付けのお手
伝いをしていました。

◆それまで陶芸を学んだことはなかった？
　　はい。帰国してからしばらくは、展示の勉強をした
いと思い陶芸とは関係のないお店で働いていまし
たが、窯業技術者養成研修の存在を知り、一年間デ
ザイン科で本格的に学ばせていただきました。
　　その後またメキシコに渡り、滞在した２年間の内
半分くらいを向こうで知り合った作家さんの家で陶
器を作ったり、路上でそれを販売したりして過ごしま
した。スペイン語を話せなかったので、言葉を覚え
るのが大変でしたね。

◆では、主にフリーで活動を？
　　猫や、オオサンショウウオをモチーフにした器や
キーホルダーのような小物を作っています。特に、
オオサンショウウオは丸いフォルムに小さな手足が
かわいいので、色んな作品を作っていますよ。
　　これからも、見た人が少しでも癒しを感じてもら
えるような作品を作っていきたいと思っています。

初夏の風物詩ササユリの再生を　

▲

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
製
作
中

滝区ササユリの里作り

吹奏楽部が大セッション

◆陶芸を始められたきっかけは？
　　実はトルコに旅行に行ったことが、初めて陶芸に

　
松吉さんは今年

３月、女性として初め
て信楽焼の伝統工芸士に
認定されました。この資格
は、伝統的工芸品産業振興
協会が特に技能の優れた
伝統技能を持つ人物を
認定するものです。

　

県
の
教
育
長
や
関
係
者
ら
が
5
月

30
日
、多
羅
尾
小
学
校
を
訪
れ
、全
校

児
童
10
人
に
よ
る
同
校
恒
例
行
事

「
オ
ペ
レ
ッ
タ
」の
制
作
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、6
年
生
が
練
り
上
げ
た
素

案
を
下
級
生
の
み
ん
な
に
発
表
す
る

も
の
で
、画
用
紙
で
作
ら
れ
た
資
料
が

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
次
々
に
貼
り
だ

さ
れ
、計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く

と
、そ
の
た
び
に
一
同
か
ら
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

熱
気
に
包
ま
れ
る
会
場
で
児
童
た

ち
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
視
察
団

も
、次
第
に
児
童
た
ち
の
様
子
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
、上
級
生
の
堂
々
と
し

た
発
表
と
、そ
れ
を
熱
心
に
聞
く
児
童

ら
に「
頼
も
し
い
」と
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　
「
滝
区
サ
サ
ユ
リ
の
里
作
り
」
主
催
の
サ
サ
ユ
リ
観
賞
会
が
6
月
8
日
、
同
区
梅

垣
城
跡
周
辺
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
市
が
市
民
協
働
事
業
と
し
て
、
ま
た
甲
南
高
校
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
も
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
区
長
の
渡
辺
健
三
さ
ん
ら
が
中

心
に
な
り
、
少
な
く
な
っ
た
サ

サ
ユ
リ
の
再
生
と
、
事
業
を

通
し
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

観
賞
会
で
は
、
少
し
ず
つ

再
生
を
始
め
た
サ
サ
ユ
リ
を

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
で
撮
影
す

る
方
、
昔
を
思
い
出
し
お
話

し
さ
れ
る
方
な
ど
、
今
は
余

り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
初
夏
の

風
物
詩
の
姿
を
思
い
お
も
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

６年生の計画発表に見入る児童と視察団　

県
の
教
育
長
や
関
係
者
ら
が
5
月

松吉希美子さん松吉希美子さん

女性初の信楽焼伝統工芸士女性初の信楽焼伝統工芸士
まつ よし き み こ

料理を
セッティングする
本田さん

測量技術の正確さに感動 「測量の日」体験学習

信楽の器と人気料理家がコラボ

友だちの身長も測量

ササユリを写真に収める参加者

舞台、通路を
埋めての大合唱

や

ぎ

さ
わ

さ
と

し

わ
た

な
べ

け
ん

ぞ
う
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i n f o r m a t i o n

情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の

甲
賀
市
３
児
童
館
お
た
の
し
み
会

「
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

●
日
時
／
７
月
２７
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育 

集
会
所
）

●
対
象
／
小
学
生（
１５
名
）※
先
着
順

●
持
ち
物
／
お
茶
、タ
オ
ル

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

問
・
申
／
に
ん
く
る
児
童
館

☎
８
８
｜

５
６
９
２
／　

８
８
｜

５
６
９
６

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

催
し

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
３
回

●
日
時
／
７
月
１２
日（
金
）１９
時
３０
分
か
ら
２１
時

●
場
所
／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
講
演『
夫
婦
で
差
別
と
闘
い
ま
す
』

●
講
師
／
石
井
真
澄
・
千
晶
夫
妻

※
参
加
無
料　

手
話
通
訳
あ
り

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
５
｜

０
６
９
３
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
４
回

●
日
時
／
７
月
２７
日（
土
）１3
時
30
分
か
ら

１５
時
３０
分

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル

●
内
容
／
講
演『
医
療
現
場
か
ら
見
た
国

　

際
化
の
現
状
』

●
講
師
／
井
田
健
さ
ん　

公
立
甲
賀
病
院

顧
問
滋
賀
県
多
言
語
医
療
通
訳
|
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
会
長

※
参
加
無
料　

手
話
通
訳
あ
り

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
５
｜

０
６
９
３
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
５
回

●
日
時
／
８
月
２
日（
金
）１９
時
か
ら
２１
時

●
場
所
／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
講
演『
沖
縄
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

●
講
師
／
髙
間
エ
ツ
子
さ
ん　

滋
賀
県
沖

縄
県
人
会
世
話
人
代
表

※
参
加
無
料　

手
話
通
訳
あ
り

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
５
｜

０
６
９
３
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

第
２
回
甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座

野
洲
川
自
然
教
室

●
日
時
／
７
月
１５
日（
月
・
祝
）９
時
〜
１２

時〈
雨
天
の
場
合
は
７
月
20
日（
土
）〉

●
場
所
／
野
洲
川
鹿
深
大
橋
左
岸（
水
口
町
和
野
）

●
内
容
／
河
川
の
生
き
物
や
、河
川
で
観

察
す
る
と
き
の
注
意
点
な
ど
の
学
習
会

●
対
象
／
市
内
小
学
生
・
５
歳
以
上
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者（
保
護
者
1
名
に
つ

い
て
、子
供
3
名
ま
で
）※「
さ
か
な
つ
か

み
大
会
」参
加
の
場
合
は
、要
申
し
込
み

●
同
時
開
催
／
主
催
：
野
洲
川
を
愛
す
る

会「
親
子
さ
か
な
つ
か
み
大
会
」

●
参
加
費
／
１
人
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
申
込
締
切
／
７
月
９
日（
火
）

　

※
先
着
２
０
０
名

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
９
１
／　

６
３
｜

４
５
８
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

第
３
回
甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座

子
ど
も
自
然
教
室「
竹
・
木
・
水
で
遊
ぼ
う
！
」

●
日
時
／
７
月
２８
日（
日
）９
時
〜
１５
時
３０

分〈
雨
天
の
場
合
は
８
月
３
日（
土
）〉

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
体
験
農
場

●
内
容
／
人
工
プ
ー
ル
で
さ
か
な
つ
か
み
・

竹
恐
竜
・
ゴ
ム
動
力
船
づ
く
り
な
ど

●
対
象
／
市
内
５
歳
以
上
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
弟
・
妹
さ
ん
の

同
伴
可
）先
着
１５
組
※
保
護
者
1
名
に

つ
い
て
、子
供
3
名
ま
で

●
参
加
費
／
１
人
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
申
込
締
切
／
７
月
１９
日（
金
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
９
１
／　

６
３
｜

４
５
８
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

東
海
道
伝
馬
館　

夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
な
な
・
ナ
ナ
市
」

●
日
時
／
7
月
13
日（
土
）10
時
〜
14
時

●
場
所
／
東
海
道
伝
馬
館

●
内
容
／
①
紙
ひ
こ
う
き
を
飛
ば
し
て
お

宝
ゲ
ッ
ト
！
②
お
菓
子
の
す
く
い
ど
り

③
伝
馬
茶
屋
④
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
①
②
は
無
料
）

★
10
時
30
分
〜
11
時
／
オ
カ
リ
ナ
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト（
無
料
）

★
11
時
・
13
時
／
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム（
無

料
）※
勝
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

問
・
申
／
東
海
道
伝
馬
館（
月
・
火
休
館
）

☎
／　

6
6
｜

2
7
7
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室

●
日
時
／
7
月
20
日（
土
）10
時
〜
12
時

●
場
所
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

●
定
員
／
25
名（
先
着
順
）

●
受
講
料
／（
材
料
費
を
含
む
）大
人
・
中
学

生
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
４
０
０
円

問
・
申
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

☎
／　
８
６
｜
７
５
５
１（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
夏
の
星
座（
へ
び
つ
か
い
座
）の
お
は
な
し
」

●
日
時
／
７
月
１３
日（
土
）19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、土
星
、夏
の
星
座

な
ど
の
観
望

３
０
０
円　

●
定
員
／
約
２０
名

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２
｜

０
２
４
９
／　

８
２
｜

３
０
６
０

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

直
売
所
向
け
栽
培
研
修
会 

参
加
者
募
集

●
日
時
・
場
所
／

7
月
23
日（
火
）9
時
30
分
〜
11
時
30
分
：

信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
／
14
時
〜
16
時
：
甲

南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

7
月
26
日（
金
）14
時
〜
16
時
：
J
A
こ
う

か
本
所
３
F　

第
１
研
修
室

●
内
容
／
秋
冬
野
菜
の
栽
培
方
法
に
つ
い

て（
レ
タ
ス
・
ご
ぼ
う
）

※
申
し
込
み
不
要　

※
参
加
費
無
料

問
／
農
業
振
興
課

☎
6
5
｜

0
7
1
2
／　

6
3
｜

4
5
9
2

J
A
こ
う
か
営
農
指
導
課

☎
6
2
｜

0
5
8
8
／　

6
2
｜

9
8
7
8

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

シ
ル
バ
ー
連
合
会 

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象『
講
習
会
』の
ご
案
内

介
護
員
初
任
者
研
修

●
日
時
／
7
月
23
日（
火
）〜
11
月
11
日（
月
）

●
場
所
／
び
わ
こ
学
院
大
学（
東
近
江
市

布
施
町
29
）9
時
〜
16
時

●
申
込
締
切
／
7
月
10
日（
水
）必
着
※
受
付

後
、面
接
に
よ
り
選
考　

●
定
員
／
40
名

●
受
講
者
選
考
面
接
日
程
／
7
月
12
日

（
金
）10
時
〜
滋
賀
県
婦
人
会
館
に
て

旅
館
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習

●
日
時
／
8
月
26
日（
月
）〜
9
月
6
日

（
金
）土
日
除
く
10
日
間

●
場
所
／
び
わ
湖
花
街
道（
大
津
市
）、琵

琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
大
津
市
）、ク
サ

ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル（
草
津
市
）※
講

習
日
に
よ
り
会
場
移
動　

13
時
〜
17
時

●
申
込
締
切
／
8
月
9
日（
金
）必
着　
　

　

※
受
付
後
、面
接　

●
定
員
／
20
名

●
受
講
者
選
考
面
接
日
程
／
8
月
19
日

（
月
）10
時
〜
連
合
会
事
務
所
会
議
室

※
申
込
は
、お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

F
A
X
ま
た
は
郵
送
に
て
お
申
込
く
だ
さ

い
。（
要
求
職
登
録
番
号
を
）

※
い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
で
す

●
対
象
者
／
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で

講
習
に
係
る
就
業
を
希
望
し
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
限
り
、普
通
自
動

車
運
転
免
許
保
有
者
）

問
・
申
／
公
益
社
団
法
人　

滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
〒
5
2
0
｜

0
0
5
4　

大
津
市
逢
坂
1
丁
目
1
番
1
号

☎
0
7
7
｜

5
2
5
｜

4
1
2
8
／

　

0
7
7
｜

5
2
7
｜

9
4
9
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ニ
ン
ニ
ン
忍
者
キ
ャ
ン
プ
〜
め
ざ
せ
！

キ
ャ
ン
プ
の
達
人
〜
参
加
者
募
集

●
日
時
／
8
月
7
日（
水
）8
時
〜
11
日（
日
）

12
時《
4
泊
5
日 

テ
ン
ト
泊
キ
ャ
ン
プ
》

※
事
前
研
修
会
・
保
護
者
説
明
会
を
7
月
28

日（
日
）9
時
30
分
〜 

忍
の
里
プ
ラ
ラ
に
て

募
集

水口スポーツの森へ行こう  7月の催し
甲賀市民スタジアム

日 事業・大会名等

6（土）・7（日） 第44回日本少年野球全国選手権大会滋賀県予選

14（日） 甲賀市民球技大会

20（土）～26（金）・29（月） 夏季総合体育大会

27（土）・28（日） 第38回全日本クラブ東近畿

多目的グラウンド
日 事業・大会名等

6（土） 水口ライオンズ杯争奪グラウンド・ゴルフ大会

7（日） びわ湖一斉清掃

7（日） 高円宮杯Ｕ－１８滋賀県リーグ

9（火）
第９回甲賀市体育協会スポーツ大会兼
第２８回春季ゲートボール大会

14（日）

15（月）

20（土）・21（日）

25（木）

27（土）

高円宮杯U-15滋賀県リーグ

第３０回油日招待少年・少女サッカー大会

第４ブロック夏季総体

滋賀県中体連夏季総体

甲賀市U-12リーグ

陸上競技場
日 事業・大会名等

6（土）・14（日）・20（土）・27（土） 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（10月分）のお知らせ
○野球場（市民スタジアム）／14日（祝）　○多目的グラウンド／１2（土）・２7日（日）
　10月分の利用申し込み締切日：７月30日（火）　※抽選日：8月4日（日）
★水口スポーツの森遊泳用プールは、7月20日(土)～8月31日(土)の
　夏休み期間中開業いたします。

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
７
月
１２
日（
金
）先
着
４０
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
あ
り
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
｜

４
１
０
０
／　

８
８
｜

５
０
５
５

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

オ
ス
ト
メ
イ
ト
地
域
相
談
会
の
開
催

●
日
時
／
７
月
２７
日（
土
）１３
時
３０
分
か
ら

１５
時
３０
分

●
場
所
／
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室　

●
内
容
／
講
演（
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
）、

個
別
相
談
会

●
講
師
／
滋
賀
医
科
大
学
病
院 

皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
認
定
看
護
師 

川
村
光
子
先
生
／
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師 

中
北
純
子
先
生

●
対
象
者
／
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
ガ
ン
等
で
人

口
膀
胱
、人
口
肛
門
を
造
設
し
た
障
が
い

者
）と
そ
の
家
族

※
事
前
申
請
不
要
、参
加
料
無
料

問
・
申
／
谷
口
良
雄（
草
津
市
）

☎
0
7
7
｜

5
6
2
｜

1
7
7
3

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

連
続
講
座﹇
し
が
ら
き
健
康
塾
﹈

信
楽
中
央
病
院
で
は
、生
活
習
慣
病
の
原

因
や
病
状
、予
防
に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
７
月
１７
日（
水
）１４
時
〜
１６
時

●
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階

●
内
容
／
講
座
、頚
動
脈
エ
コ
ー
、血
糖
測

定
、健
康
食
品
の
試
食
な
ど

●
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　

他

●
参
加
費
／
初
回
の
方
の
み
テ
キ
ス
ト
代

お
詫
び
と
訂
正

6
月
１５
日
号
で
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

１７
ペ
ー
ジ　

子
育
て
情
報
７
月〈
各
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

誤
：
場
所
／
甲
南　

事
業
名
／
出
前
ひ
ろ
ば

　

  

日
時
／
１１
日（
木
）１０
時
〜
１０
時
３０
分

正
：
場
所
／
甲
南　

事
業
名
／
出
前
ひ
ろ
ば

　

  

日
時
／
１１
日（
木
）１０
時
〜
１１
時
３０
分
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ま
ぼ
ろ
し
の
や
き
も
の「
杉
谷
窯
」

　

先
に
刊
行
し
た
第
５
巻
は
、
信
楽
焼
は

も
と
よ
り
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に

わ
た
り
水
口
丘
陵
で
焼
か
れ
た
須
恵
器
や

緑
釉
陶
器
な
ど
古
代
の
や
き
も
の
に
は
じ
ま

り
、
民
芸
運
動
の
な
か
で
そ
の
魅
力
が
見

出
さ
れ
た
八
田
焼
に
い
た
る
ま
で
、
市
内
各

地
で
つ
く
ら
れ
た
多
彩
な
や
き
も
の
の
歴
史

を
俯
瞰
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
に
は
泉
焼
や
中
畑
焼
な
ど

じ
つ
は
古
代
の
須
恵
器
か
と
推
測
さ
れ
る
も

の
の
、
そ
の
実
態
が
判
然
と
し
な
い
も
の
や
、

史
料
に
そ
の
名
を
残
し
な
が
ら
遺
品
に
乏

し
い
朝
宮
焼
や
水
口
焼
。
反
対
に
窯
跡
や

遺
物
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
歴
史
上
に
そ
の

名
を
残
さ
な
い「
杉
谷
窯
」な
ど
、
今
や「
ま

ぼ
ろ
し
の
や
き
も
の
」と
いっ
て
よ
い
も
の
も

少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
な
か
で
も
そ

の「
ま
ぼ
ろ
し
度
」が
高
い
の
が
甲
南
町
杉
谷

に
窯
跡
を
残
す
杉
谷
窯
で
す
。

　

杉
谷
窯
は
甲
賀
の
や
き
も
の
を
は
じ
め
て

体
系
的
・
網
羅
的
に
紹
介
し
た『
甲
賀
郡

志
』で
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
六
年

頃
の
遺
跡
分
布
調
査
で
は
じ
め
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
丘
陵
斜
面
に
登
り
窯
の
跡
が
の
こ

り
、
付
近
か
ら
窯
道
具
や
丸
碗
・
筒
碗
・

仏
器
な
ど
ど
れ
も
生
活
に
結
び
つ
い
た
製
品

の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
釉
薬
を
か

け
、
鉄
釉
に
よ
る
錆
絵
が
施
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
、
そ
の
姿
や
技
法
か
ら
は
京
都
で

焼
か
れ
た「
京
焼
」の
影
響
が
強
く
認
め
ら

れ
ま
す
。
京
焼
の
影
響
下
に
焼
か
れ
た
も

の
に
は
信
楽
で
の
小
物
作
り
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
杉
谷
窯
の
操
業
は
江
戸
時
代
中

期
、
十
八
世
紀
も
前
半
か
ら
半
ば
に
さ
か

の
ぼ
る
よ
う
で
、
伝
統
的
な
窯
場
で
は
な
い

こ
の
杣
谷
で
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
焼

き
始
め
た
の
か
た
い
へ
ん
興
味
の
も
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
こ

の
窯
に
つ
い
て
の
史
料

が
発
見
さ
れ
、「
杉
谷

焼
」と
し
て
、
多
彩
な

甲
賀
の
や
き
も
の
史
に

そ
の
足
跡
が
し
っ
か
り

と
刻
ま
れ
る
日
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
販
売
場
所
／

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ
・
山

田
書
店
・
T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う

ど
ー
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ
・
道
の
駅
あ
い
の
土
山
・

土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
土
山

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統

産
業
会
館
・
信
楽
中
央
公
民
館

※
営
業
・
開
館
時
間
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
ご
予
約
の

方
は
引
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

歴
史
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

8
6
｜

8
0
7
5
／
　
8
6
｜

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ

市
史
市
史
の

小小
径

市
史
の

小
径

60

開
催
し
ま
す【
キ
ャ
ン
プ
の
み
の
参
加
不
可
】

●
場
所
／
滋
賀
県
希
望
が
丘
文
化
公
園

●
内
容
／
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
・
自
然
散

策
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
星
空
観
察
ほ
か

●
対
象
者
／
市
内
の
小
学
校
4
年
生
〜
中

学
校
3
年
生

●
定
員
／
50
名（
応
募
多
数
は
抽
選
）

●
申
込
締
切
／
7
月
12
日（
金
）

※
募
集
チ
ラ
シ
は
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
対

象
者
に
配
布
し
ま
す

問
・
申
／
青
少
年
自
然
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8
6
｜

8
0
2
2
／　

8
6
｜

8
3
8
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
７
月
１
日（
月
）〜
１２
日

（
金
）（
土
・
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
）

●
使
用
開
始
日
／
８
月
１
日（
木
）

甲
賀
駅
南
駐
車
場
／
12
区
画（
う
ち
軽
自

動
車
5
区
画
）

甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
／
身
体
障
が
い

者
用
の
み
2
区
画
３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
８
６
／　

６
３
｜

４
５
８
２

油
日
駅
前
駐
車
場
／（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８
｜

５
８
７
９

甲
南
駅
前
駐
輪
場
／（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）自
転
車
１
，５
０
０
円
／
月

原
付
１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６
｜

０
５
９
０（
受
付
時
間
／
６
時
１５

分
〜
９
時
１５
分
、１３
時
〜
１４
時
、１８
時
３０
分

〜
２０
時
３０
分
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
休
み
舞
台
体
験
教
室

教
室
生
募
集

①「
日
本
舞
踊
体
験
教
室
」

●
開
催
日
時
／
7
月
24
日
、8
月
7
日
、8
月

21
日
の
各
水
曜
日
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
講
師
／
立
岡
裕
子
さ
ん

②「
落
語
体
験
教
室
」

●
開
催
日
時
／
8
月
7
日（
水
）、21
日（
水
）10

時
〜
12
時
／
8
月
28
日（
水
）13
時
〜
15
時

●
会
場
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

●
講
師
／
桂
坊
枝
さ
ん

③「
狂
言
体
験
教
室
」

●
開
催
日
時
／
7
月
26
日
、8
月
2
日
、8
月

9
日
の
金
曜
日　

い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
講
師
／
網
谷
正
美
さ
ん

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
／
小
学
校
2
年

生
〜
中
学
校
3
年
生（
３
教
室
共
通
）

●
募
集
人
数
／
各
教
室
１０
名
程
度

●
募
集
期
間
／
7
月
14
日（
日
）ま
で

●
応
募
方
法
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。電
話
、F
A
X
、メ
ー
ル
で
も
受

付
い
た
し
ま
す
。※
参
加
費
無
料

問
・
申
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
6
2
｜

2
6
2
6
／　

6
2
｜

2
6
2
5

Em
ail

：aikoka-hall@
city.koka.lg.jp

忍
の
里
プ
ラ
ラ

☎
8
6
｜

1
0
4
6
／　

8
6
｜

8
1
1
9

E-m
ail

：plala@
city.koka.lg.jp

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

7
月
は
企
業
内
人
権
啓
発
強
調
月
間

人
権
標
語　

最
優
秀
作
品

「
変
わ
ら
な
き
ゃ　

踏
み
出
す
一
歩　

私
か
ら
」

障
害
者
支
援
施
設　

る
り
こ
う
園

市
で
は
、企
業
の
経
営
者
や
従
業
員
が
人
権
問
題

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、差
別
の
な

い
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、企
業
を

訪
問
し
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
啓
発
強
調

月
間
に
は
職
場
環
境
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
甲
賀
市
企
業
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
cv.zaq.ne.jp/kok

a-kijinkyou/#top 　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」月
間

血
液
は
、人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。特
に
夏
季
は

治
療
に
必
要
な
血
液
が
不
足
し
ま
す
。市
の

施
設
で
も
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
・
場
所
／
７
月
１０
日（
水
）／
市

役
所
水
口
庁
舎

７
日
１９
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

８
月
１６
日（
金
）／
甲
賀
創
健
館

●
時
間
／
１０
時
〜
１１
時
３０
分
・
１２
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分

●
そ
の
他
／
全
血
の
み
。予
約
不
要
、要
身

分
証
明
書
。

問
・
申
／
健
康
推
進
課 

健
康
政
策
係

☎
６
５
｜

０
７
０
３
／　

６
３
｜

４
５
９
１

滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
｜

５
６
４
｜

６
３
１
１

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
強
調
月
間
」

地
域
の
子
は
、地
域
で
守
り
育
て
ま
し
ょ

う
。夏
休
み
は
青
少
年
が
非
行
に
走
り
や
す

い
時
期
で
す
。青
少
年
を
地
域
社
会
で
育
む

と
い
う
認
識
を
大
人
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、

非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
向
け
て
地
域
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
／
社
会
教
育
課　

青
少
年
育
成
係

☎
8
6
｜

8
0
2
2
／　

8
6
｜

8
3
8
0

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
7
月
10
日（
水
）13
時
30
分
〜
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
名（
1
人
約

30
分
）※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２
｜

１
１
５
１
／　

６
３
｜

０
１
７
３

相
談〈
7
月
〉

お
知
ら
せ
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編
集
後
記

　
「
女
性
初
の
信
楽
焼
伝
統
工
芸

士
」こ
の
肩
書
を
聞
い
て
、作
務
衣

を
着
て
精
神
統
一
を
し
て
ろ
く
ろ

に
向
か
う
女
性
。そ
ん
な
姿
を
思

い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
が
、松
吉

希
美
子
さ
ん
こ
と
通
称
マ
ツ
キ
チ

さ
ん
は
ジ
ー
ン
ズ
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿

と
、
一
目
見
た
瞬
間
か
ら
そ
の

厳
め
し
い
肩
書
の
イ
メ
ー
ジ
と

違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
宅
に
併
設
さ
れ
た
陶
房
に

入
る
と
、ま
ず
は
Ｉｐ
ｈｏ
ｎ
ｅ
を

セ
ッ
ト
、世
界
の
ラ
ジ
オ
を
聴
け

る
と
い
う
ア
プ
リ
を
起
動
し
て
陽

気
な
サ
ル
サ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、慣
れ

た
様
子
で
30
分
足
ら
ず
で
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
置
物
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
、他
に
は

珍
し
い
と
こ
ろ
で
コ
ー
ラ
ン
の
朗

読
な
ど
も
。

　

こ
れ
ま
で
取
材
な
ど
で
お
話
し

を
う
か
が
っ
た
信
楽
焼
作
家
の
皆

さ
ん
は
、作
陶
な
ど
は
も
ち
ろ
ん

信
楽
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ

の
活
躍
は
日
本
国
内
に
留
ま
り
ま

せ
ん
。中
国
、ア
メ
リ
カ
、韓
国
な

ど
で
個
展
を
開
か
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
な
が
ら
も
世
界
を
相
手

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
市
内
に

も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
の

で
、今
後
そ
の
よ
う
な
方
を
広
報

で
紹
介
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
お
近
く
に
も「
こ
の

人
は
す
ご
い
」と
思
う
方
が
お
ら

れ
る
場
合
は
、是
非
広
報
課
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。○つ

この広報誌は再生紙を使用しています。

■編集・発行
甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650
　   0748－63－4554
甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
　【上下水道部】
　☎0748－86－8000
　   0748－86－8032
市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621
　   0748－63－4086
土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101
　   0748－66－1564
甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地1）
　☎0748－88－4101
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甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
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【教育委員会】
☎0748－86－8002
　0748－86－8380

●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,628
46,471
47,157
33,314

（-5）人

（-3）人

（-2）人

（+25）世帯
H25.5.31現在　（　）内は前月比

こうかこうかこうか

「
夏
色
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
と
校
舎
」

「
う
み
の
そ
こ
の
は
な
し
」

城
山
中
学
校
2
年

辰
巳 

純
奈 

さ
ん

「
絵
文
字
」

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。
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